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本論文は fTVホワイトスペース利用のための電波伝搬特性に関する研究j と題し， 6章からなる．

第 1章 f序論jでは，研究の背景として，近年の無線局の急激な増加により，周波数資源の有効活用が急

務であるとし，地上デジタルテレビ放送に割り当てられている周波数帯において放送事業（一次利用者）に

影響を与えない条件で第三者（二次利用者）が利用可能なテレピホワイトスペース（TVWS）に注目が集まり，

日本を含めた各国で制度化が進められていると述べている.TVWSを二次利用するには一次利用者へ影響

を与えないことが条件となるために，二次利用者による干渉リスクを把握する必要があるが，二次利用者の

01運用環境に即した 30m以下の低アンテナ高， 1凶以下の近距離における電波伝搬特性の検討はなされてお
1らず，二次利用者による干渉リスクエリアの推定を行うのに適したモデ、ルは存在しないとして，本研究の目

的を TVWSにおける二次利用の干渉リスクエリアの推定に必要となる電波伝搬特性を明らかにし，そのモ

デ、ルを提案することにあると述べている．

第 2章 rrvwsシステム利用のための屋外近距離伝搬損失特性Jでは， TVWSの二次利用環境である，
30m以下の低アンテナ高の基地局と移動端末との通信を想定した lkm以下の近距離における伝搬測定実験

を行い，伝搬損失特性について検討を行っている．測定データの解析結果を用いて，二次利用者の送信局か

ら一次利用者の受信局への干渉リスクエリアを推定するための伝搬損失モデ、ル，及び二次利用者の通信可能

エリアを推定するための伝搬損失モデ、ノレを提案している．干渉リスクエリアを推定するための伝搬損失モデ

ルでは，一次利用者の受信局への影響があってはならないことから，二次利用者の送信局からの伝搬損失が

最小となる場合で評価を行う必要があるため，送受信間において見通し内伝搬となる条件において伝搬測定

実験を行い，大地反射波によるフェージングの影響を含めたモデ、ルを提案している．二次利用者の通信可能

エリアを推定するための伝搬損失モデルで、は，干渉リスクエリア推定のための伝搬損失モデルに，実験結果

から得られる対数正規分布で、表される損失項を加えたモデ、ルを提案している．

第3章 rrvwsシステム利用のための屋外中距離伝搬特性jでは， TVWSの二次利用環境である 30m
以下の低アンテナ高墓地局において，より大きな送信出力を想定して伝送距離を数M 程度の中距離とした
環境での伝搬測定実験を行い，伝搬損失特性について検討を行っている．測定データの解析結果を用いて，

01二次利用者の結局から一次利用者の受信局への干渉リスクエリアを推定するための伝搬損失モデルとし
．て，第2章において提案した適用範囲 lkmまでの近距離用モデ、ルに，送受信場所の標高差を反映した修正

モデルを提案し，数kmまでの範囲で提案モデルが適用可能であることを示している．

第 4章 fTVWSシステム利用のための建物透過損失特性jでは， TVWSの都市部や住宅地での利用に

際して，建物による遮蔽損失が多く影響するとの観点から，近距離・低アンテナ高の伝搬損失モデルとして，

建物の透過損失係数の考えを導入し，建物による付加損失項を自由空間伝搬損失に付加する伝搬損失モデル

を提案している．具体的な建物損失係数を求めるために，異なる建物で伝搬測定実験を行い，小型の建物で

は付加損失がほぼ一定になること，大きな建物あるいは複数の建物に対しては追加損失が建物通過距離に比

例することを示し，ある距離まで一定，それ以上は建物通過距離に比例する付加損失モデルを提案している．

第 5章 fTVWSシステム利用のための干渉リスクエリア推定モデルjでは，本論文第2章～第4章に

おいて提案した屋外近距離環境での干渉リスクエリア推定モデ、／レ，屋外中距離環境での干渉リスクエリア推

定モデル，及び建物透過損失を考慮した干渉リスクエリア推定モデルについて，提案したモデルと推定に必

要なパラメータを整理して示すとともに，提案したモデ、ルを使用することにより，現在日本国内で干渉リス

ク評価に用いられている自由空間伝搬損失モデ、ルに比べて，いずれの場合にも干渉エリアが飛躍的に小さく

なり，二次利用における周波数利用効率の大幅な改善が期待できることを示している．

第6章「結論」では，本論文を統括している．

以上を要するに，本論文は，テレビホワイトスペースの利用のための電波伝搬特性を実験的に解析し，干

渉リスクエリアの推定のためのモデ、ルを提案したもので，工学上並びに工業上寄与するところが大きい．よ

って本論文が博士（工学）の学位論文として十分価値あるものと認める．


